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 連合北海道は５月１５日、ホテルポールスター

札幌にて、ベルコ闘争「中間報告集会」を開催し、

産別・地協から約８０名が参加しました。 

 連合北海道出村会長は、「この闘いは、労働法の

存在意義と雇用のあり方が問われている。最後ま

で闘争支援をお願いしたい」と決意を述べました。 

 集会に駆けつけた、情報労連水野組織対策局長

と本闘争の支援対策チームアドバイザー道幸北大

名誉教授より連帯のあいさつを受けた後、ベルコ

闘争弁護団を代表し、棗弁護士より闘いの報告が

され「日本の企業社会ではありえない形態。不採

用・解雇は不当労働行為である。過去に例のない

歴史的な闘争に勝利しよう」と強く訴えました。 

 全ベルコ労組高橋委員長は「これまでの支援に

感謝。働く仲間のために最後まで闘う。」と決意と

支援要請がされ、対策委員会委員長の連合北海道

齋藤副事務局長の団結ガンバローで闘争勝利を誓

いました。 

  

 

 

 

 

 

                             

 

   

 

 

 

 

 
ベルコ闘争「中間報告集会」を開催！ 

「業務委託契約」を乱用した働かせ方は許さない！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベルコ解雇事件の本質は、究極の「雇用関係によらない働き方」である！ 
学習会『政府がねらう「働き方改革」とはー労働時間規制の緩和と雇用関係によらない働き方ー』 

日 時：２０１８年 ６月 ４日（月）１８時１５分～１９時３０分 

場 所：ホテルポールスター札幌 ２階「セレナード」 

内 容：主催者あいさつ／講演、講師 上西充子 法政大学キャリアデザイン学部教授 


